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研究成果の概要（和文）：模擬患者・シミュレータ導入PBLテュートリアルの医学教育での有用性を検討した。
模擬患者のみが参加したPBLの満足度とシミュレータを用いた模擬患者参加型PBLの満足度の間には有意差は見ら
れなかった。自由記載の回答では、模擬患者とはコミュニケーションに関する意見が多く、シミュレータがある
場合は、五感を使って学修できたことへの言及が多かった。満足度に有意差は認められなかったものの、満足の
理由は異なっていたことが明らかとなった。シミュレータを用いた学修への評価は概ね良かったことが示唆され
た。

研究成果の概要（英文）：It became clear that learning using a simulated patient or a simulator is 
useful for education to acquire skills and attitudes that are not only knowledge. Currently, PBL 
tutorials and simulation education are being promoted in the field of medical education, but it 
became clear that it is necessary to further promote introduction and consider a new education 
system.
Students should acquire knowledge at their own pace, and it is considered necessary for teachers, 
doctors, and medical professionals of other occupations to be actively involved in acquiring 
attitudes and skills.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
知識のみではない技能や態度を修得する教育に関して、模擬患者やシミュレータを用いた学修が有用であること
が明らかとなった。現在、PBLテュートリアルやシミュレーション教育は、医学教育の現場で推進されている状
況であるが、より一層導入の推進と新しい教育の仕組みを考えていく必要があることが明らかとなった。
知識の習得は学生個人が、自らのペースで行うものとし、態度や技能の修得に教員や医師、他職種医療者が積極
的にかかわっていく必要があると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
 
医学教育はともすると知識修得が教育の主体と考えられてしまう傾向があるが、現在の医学教
育で修得すべき知識量は膨大であり、その倍加スピードは 2.5 か月となると試算されている。社
会の要請に応えられる医師を養成するためには、卒業時に知識を有しているのみでは不十分で
ある。医師として必要な医療面接（十分なコミュニケーション能力）や診断手技などの技能、自
らが抽出した問題を解決する能力を有する卒業生の輩出が重要であり、それらを修得する教育
をしていく必要がある。 
少人数グループ討論の中で主体的に学んでいく問題解決・自己決定型学習である問題基盤型学
習テュートリアル（PBL テュートリアル）は効果の高い教育法であるが、近年医学教育の現場で
は形骸化やマンネリ化、医学生として修得すべき基礎的知識や問題解決能力が十分に養われて
いないという指摘もある。また、医学教育でのシミュレーション教育は、臨床技能教育に関し従
来の教育法に比べて教育効果が高いことが知られている。われわれは、PBL テュートリアルに「実
践しながら学ぶ」要素を加えることで、学生の学習への動機づけが高まると考えた。 

 

２． 研究の目的 
 

医学教育での PBL の問題点として、授業が形骸化・マンネリ化していること、身につけるべ
き知識や問題解決能力が十分に養われていないことが挙げられる。課題について繰り返し
討論することが同じ作業の繰り返しと感じられ、学習に対する意欲が低下することが原因
の一つであると考えられる。これをシステム上の問題であると捉え、模擬患者やシミュレー
タの導入という実践しながら学ぶ要素を加えることにより、学生が積極的に取り組む授業
を構築できると考えた。本研究では、新しい PBL テュートリアル授業の有用性を検証するこ
とを目的とした。 
 
３． 研究の方法 

 
【模擬患者導入 PBL テュートリアルの評価】 
平成 28 年 1 月に実施した模擬患者を導入した臨床推論 PBL テュートリアル）に対する学生
の評価（質問紙）を分析した。 
 
【模擬患者の養成と継続して活動できる環境支援と離反理由の抽出】 
やりがいやモチベーション、活動しやすい環境、継続して活動するにあたり必要な支援、
離反する理由などに関する意見の抽出を KJ 法と小グループ討論で行った。 

 
【模擬患者およびシミュレー
タ導入PBLテュートリアルの実
施と評価】 
模擬患者およびシミュレータ
導入 PBL テュートリアル授業
は、左記の形式で行った。 
全学生は模擬患者との医療面
接を行った。シナリオ aでは A
群の学生がシミュレータから
情報収集を行い、B 群の学生は

テュータから情報収集した。シナリオ bでは B群の学生がシミュレータから情報収集、A群
の学生はテュータから情報収集した（クロスオーバーの形で、全学生がシミュレータのある
場合とない場合の両方で臨床推論 PBL テュートリアルを行った）。各回で得られたデータを
比較し、シミュレータの有無による教育効果の有用性を検討した。 

 
４． 研究成果 

 
【模擬患者養成】平成 28～令和元年度にかけて、模擬患者養成講座を 5 回開催し、現在の
東邦大学医学部所属の模擬患者は 60 名となった。平成 28、29 年度には模擬患者・シミュレ
ータ導入 PBL テュートリアル前には直前講習会を開催、2月には反省会を兼ねて交流会を開
催した。 
 
【模擬患者導入 PBL テュートリアルの評価】平成 27 年に実施した学生ボランティア 17 名
によるトライアルの詳細な評価を行った。PBL テュートリアルに模擬患者が参加することに
関する満足度は概ね高かった。長所として、患者を意識したよりリアルな学修ができること
が明らかとなった。一方 、短所としては知識修得の視点では不十分であることが挙げられ
た（International Medical Journal  25 (1) ：18 -21 , 2018）。 



 
【模擬患者・シミュレータ導入 PBL テュートリアルの実施】平成 28年度で第 1回を実施し
たが、授業の流れや体制の不備が指摘されたため、学生の意見を取り入れ体制の整備を行い、
プログラムの改善をおこなった。 
平成 29 年度には、3 年次生 119 名を対象とし、平成 30年 1月 16 日と 23日にシミュレータ
あり群となし群の 2群に分け、クロスオーバーの形で本テュートリアルを実施した。それぞ
れの授業後に授業評価の質問紙を行い、その質問紙を分析した。2 回の授業評価を提出し、
研究参加に同意した学生は 96名（80.7％）であった。模擬患者が参加した PBL の満足度の
平均（4.60）とシミュレータを用いた模擬患者参加型 PBL の満足度平均（4.71）に有意差は
なかった（p = .246, N.S.）。一方、自由記載の回答では、模擬患者とはコミュニケーショ
ンに関する意見が多く、シミュレータがある場合は、五感を使って勉強できたことへの言及
が多かった。満足度に有意差は認められなかったものの、満足の理由は異なっていた。学生
の満足度に対する自由意見からは、シミュレータを用いた PBL の学生による評価は概ね良
かったことが示唆された。 
 
【模擬患者が継続して活動できる環境支援】新しい情報の入手に関する継続的な模擬患者
の教育体制の構築が重要であることが明らかになった。 
 
【論文作成】主に上記のデータに基づいて論文作成を行い、本研究は「Program evaluation 
of problem-based learning tutorial of clinical reasoning with simulated patients 
and simulators by medical students in Japan」として、Toho Journal of Medicine に掲
載許可された（令和 2 年 6 月 15 日）。また、本研究の一部を総説「Development and 
Modification of Active Learning Based on Qualitative Educational Research」として
論文発表している（Toho Journal of Medicine 5(4)：135-141,2019）。 
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